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３．環境経営実施体制表

空調設備事業部

設備Ｇ

空調設備事業部

代表者

代表取締役社長 牛﨑　恵美子

環境管理責任者

取締役統括部長　安藤　正志

ＥＡ２１事務局

総務部 丸山　淳子

空調設備事業部 本郷　凜太

自動車計装事業部

本部 部長

杉並営業所 所長

自動車計装事業部

西部営業所 所長

自動車計装事業部

城南営業所 所長

空調設備事業部

設備Ｇ 部長

空調設備事業部

リニューアルＧ 部長

空調設備事業部

サービスＧ 部長

経理・総務課 課長

代表者

１．環境管理責任者の任命

２．環境経営方針の制定

３．環境経営システムの実施および管理に必要な資源の準備

４．環境経営システムの定期的見直しの実施

５．社内情報の外部公開可否決定

６．代表者による課題とチャンスの明確化

管理責任者

１．環境経営システムの確立、実施、維持、継続的改善

２．社長への環境経営システムの実施状況報告

３．推進機関であるＥＡ２１ＥＭＳの事務局の責任者として事務局運営

４．それぞれの業務・役割に応じ、必要な教育訓練を適切に計画・実施する

５．関連法規の取りまとめ表の維持管理、遵守徹底

６．環境関連文書及び記録の作成・整理

EA21事務局

１．環境管理責任者の補佐、EA21推進委員会の事務局

２．環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施

３．環境経営目標、環境経営計画書原案の作成

４．環境経営計画の実績集計、環境関連法規等取りまとめ表の作成

５．環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

６．環境関連の外部コミュニケーションの窓口、環境活動レポートの作成

部門責任者

１．部門における環境経営システムの実施、環境経営方針の周知、従業員に対する教育

　　訓練の実施、自部門に関連する環境経営計画の実施及び達成状況の報告

２．部門に関連する環境経営計画の実施及び達成状況の報告

３．特定された項目の手順書作成及び運用管理

４．部門の特定された緊急事態への対応の手順書作成、テスト、訓練を実施し記録を作成

５．部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

６．建設現場の作業員への簡単な教育（騒音、振動、廃棄物、省エネ、省資源、緊急時対応）、指示

従業員
１．環境経営方針を理解し、部門の環境経営計画に従って活動する。

２．下請等の協力会社作業員も簡単な教育、指示に従って活動する。



4.環境経営目標（初年度）

本社

49,945 kWh 16,516 kWh 16,351 kWh 49,446 kWh 48,946 kWh 48,447 kWh

3,288 ㎥ 965 ㎥ 955 ㎥ 3,255 ㎥ 3,222 ㎥ 3,189 ㎥

27,056.45 Ｌ 5,505.27 Ｌ 5,450.22 Ｌ 26,785.89 Ｌ 26,515.32 Ｌ 26,244.76 Ｌ

5,014.50 Ｌ 1,141.18 Ｌ 1,129.77 Ｌ 4,964.36 Ｌ 4,914.21 Ｌ 4,864.07 Ｌ

22,770 kg-CO₂ 103,887 kg-CO₂ 102,837 kg-CO₂ 101,788 kg-CO₂

1,264 ㎥ 338 ㎥ 335 ㎥ 1,251 ㎥ 1,239 ㎥ 1,226 ㎥

- kg kg - kg - kg - kg - kg 

4,795 kg 1,053 kg 1,042 kg 4,747 kg 4,699 kg 4,651 kg

93 kg-CO₂ 371 kg-CO₂ 378 kg-CO₂ 385 kg-CO₂

※コメント欄
※基準年度は2021年4月~2022年3月とする。

※ 省エネ機器の販売はグリーンボールプロジェクトによるデータ抽出

※産業廃棄物は営業所は該当なしの為、本社のみ記入する。

基準値に対し5％増

kg-CO₂／年 kg-CO₂／年 1.01 1.03 1.055

省エネ機器の販売

（グリーンボールプ

ロジェクトデータに

よる）

CO2削減効果 基準値に対し1％増 基準値に対し3％増

367 92

3.67

3
一般廃棄物排出量

の削減

一般廃棄物排出量 - 前年度に対し1％削減 前年度に対し1％削減

0.98 0.97

※ガソリン及び軽油の排出量は本社と営業所で一括とし、本社データで記入する。

4
産業廃棄物排出量

の削減

産業廃棄物排出量 前年度に対し1％削減 前年度に対し1％削減

kg/年 kg／3ヶ月 0.99 0.98 0.97

L／年 Ｌ／3ヶ月 0.99

-

CO₂総量計

（kg-CO

₂）

kg-CO₂／年 kg-CO₂／3ヶ月 99% 98% 97%

104,936 23,000

2 水使用量の削減

水道使用量 基準値に対し1％削減 基準値に対し2％削減 基準値に対し3％削減

㎥／年 ㎥／3ヶ月 0.99 0.98 0.97

99%

基準値に対し1％削減

0.99

1

二酸化

炭素排

出量の

削減
3)化石燃

料使用量

の削減

ガソリン 基準値に対し1％削減 基準値に対し2％削減 基準値に対し3％削減

L／年 Ｌ／3ヶ月 99% 98% 97%

軽油 基準値に対し1％削減 基準値に対し2％削減 基準値に対し3％削減

L／年 Ｌ／3ヶ月 0.99 0.98 0.97

2.32

2.58 0.99

No
環境経営

方針項目

環境経営

目標項目

基準値 CO2

換算係

数(2021年度)
2022年 1～3月

（3カ月）
2023年度4月～ 2024年度4月～

年度環境経営目標

2025年度4月～2023年1月～3月

2)ガス使

用量の削

減

ガス使用量 基準値に対し1％削減 基準値に対し2％削減 基準値に対し3％削減

㎥／年 ㎥／3ヶ月 0.99 0.98 0.97

　2.160

(東ガ

ス)

1)電力使

用量の削

減

電力使用量 基準値に対し1％削減 基準値に対し2％削減 基準値に対し3％削減

kWh／年 kWh／3ヶ月 99% 98% 97%
0.443

(東電)

0.99

0.99

基準値に対し1％増

1.01

基準値に対し1％削減

99%

基準値に対し1％削減

0.99

基準値に対し1％削減

99%

基準値に対し1％削減



4.環境経営目標（初年度）

西部営業所

12,217 kWh 4,350 kWh 4,307 kWh 12,095 kWh 11,973 kWh 11,850 kWh

122 ㎥ 51 ㎥ 50 ㎥ 121 ㎥ 120 ㎥ 118 ㎥

1,914 kg-CO₂ 5,619 kg-CO₂ 5,505 kg-CO₂ 5,449 kg-CO₂

274 ㎥ 104 ㎥ 103 ㎥ 271 ㎥ 269 ㎥ 266 ㎥

- kg kg - kg - kg - kg - kg 

城南営業所

11,792 kWh 3,792 kWh 3,754 kWh 11,674 kWh 11,556 kWh 11,438 kWh

1,657 kg-CO₂ 5,172 kg-CO₂ 5,119 kg-CO₂ 5,067 kg-CO₂

76 kg 20 kg 20 kg 75 kg 74 kg 74 kg

- kg kg - kg - kg - kg - kg 

※コメント欄

※産業廃棄物は営業所は該当なしの為、本社のみ記入する。

2.160

(東ガス)

0.443

(東電)

0.443

(東電)

0.98 0.97

※基準年度は2021年4月~2022年3月とする。

※ガソリン及び軽油の排出量は本社と営業所で一括とし、本社データで記入する。

0.97

3
一般廃棄物排出量

の削減

一般廃棄物排出量 - 前年度に対し1％削減 前年度に対し1％削減

L／年 Ｌ／3ヶ月 0.99

2 水使用量の削減

水道使用量 基準値に対し1％削減 基準値に対し2％削減 基準値に対し3％削減

kg／年 kg／3ヶ月 0.99

No
環境経営

方針項目

環境経営

目標項目

基準値 CO2

換算係

数

年度環境経営目標

(2021年度)
2022年 1～3月

（3カ月）
2023年度4月～

1

二酸化

炭素排

出量の

削減

1)電力使用

量の削減

電力使用量 基準値に対し1％削減 基準値に対し2％削減 基準値に対し3％削減

kWh／年 kWh／3ヶ月 0.99 0.98 0.97

基準値に対し1％削減

0.99

0.99CO₂総量計

（kg-CO₂）

kg-CO₂／年 kg-CO₂／3ヶ月 0.99 0.98 0.97

5,224 1,674

3
一般廃棄物　排出量

の削減

一般廃棄物排出量 - 前年度に対し1％削減 前年度に対し1％削減

2

0.98 0.97L／年 Ｌ／3ヶ月 0.990.99

kg-CO₂／3ヶ月 0.99 0.97 0.96

5,676 1,934

水使用量の削減

水道使用量 基準値に対し1％削減 基準値に対し2％削減 基準値に対し3％削減

㎥／年 ㎥／3ヶ月 0.99 0.98 0.97

No
環境経営

方針項目

環境経営

目標項目

基準値 CO2

換算係

数(2021年度)
2022年 1～3月

（3カ月）
2023年度4月～ 2024年度4月～

1

二酸化

炭素排

出量の

削減

1)電力使用

量の削減

電力使用量 基準値に対し1％削減 基準値に対し2％削減 基準値に対し3％削減

kWh／年 kWh／3ヶ月 0.99 0.98 0.97

2)ガス使用

量の削減

ガス使用量 基準値に対し1％削減 基準値に対し2％削減 基準値に対し3％削減

㎥／年 ㎥／3ヶ月 0.99 0.98 0.97

CO₂総量計

（kg-CO₂）

kg-CO₂／年

-

0.99

年度環境経営目標

2023年1月～３月

基準値に対し1％削減

0.99

基準値に対し1％削減

0.99

0.99

基準値に対し1％削減

0.99

-

2025年度4月～

2024年度4月～ 2025年度4月～2023年1月～３月

0.98

基準値に対し1％削減

0.99



5.環境経営目標に対する実績

本社

49,945 kWh 16,516 kWh 16,351 kWh

3,288 ㎥ 965 ㎥ 955 ㎥

27,056.45 Ｌ 5,505.27 Ｌ 5,450.22 Ｌ

5,014.50 Ｌ 1,141.18 Ｌ 1,129.77 Ｌ

CO₂総量計 kg-CO₂／ kg-CO₂／ 99%

104,936 23,000 22,770 kg-CO₂

635 ㎥ 338 ㎥ 335 ㎥

kg - kg - kg 

4,795 kg 1,053 kg 1,042 kg

3.67

90.78 kg-CO₂

kg-CO₂／

年

kg-CO₂／

3ヶ月
99%

111,092.60 26,808.91 26,540.82 kg-CO₂

●コメント欄

※ガソリン及び軽油の排出量は本社と営業所で一括とし、本社データで記入する。

※一般廃棄物は基準年データなし

※CO₂削減効果はグリーンボールプロジェクトのデータによる

11.74 kg-CO₂ -79.04 kg-CO₂

28,038 kg-CO₂ 1,497.18 kg-CO₂

0.443

(東電)

1,709 kg-CO₂

164 ㎥ -171 ㎥

339.37 kg - kg 

14,553 kWh -1797.84 kWh

768 ㎥ -187 ㎥

5,676.84 Ｌ 226.62 Ｌ

※産業廃棄物は営業所は該当なしの為、本社のみ記入する。

※基準年度は2021年4月~2022年3月とする。

CO₂総合計量（kg-CO₂）

本社・西部営業所・城南営業所

　

2.160

(東ガス)

L／年 Ｌ／3ヶ月 99%

軽油 基準値に対し1％削減

2.32

2.58 1,216.66 Ｌ 86.89 Ｌ

3)化石燃料

使用量

の削減

目標値との差

1

二酸化

炭素排

出量の

削減

1)電力使用

量の削減

電力使用量 基準値に対し1％削減

kWh／年

No
環境経営

方針項目

環境経営

目標項目

CO2

換算係数

2023年１月～３月環境経営目標実績

(2021年度)
2022年 1～3月

（3カ月）
目標値 実績値

kWh／3ヶ月 99%

2)ガス使用

量の削減

ガス使用量 基準値に対し1％削減

㎥／年 ㎥／3ヶ月 99%

1,014 kg

ガソリン 基準値に対し1％削減

L／年 Ｌ／3ヶ月 99%

一般廃棄物排出量

の削減

㎥／3ヶ月 99%

4

産業廃棄物排出量

産業廃棄物排出量

の削減

L／年 Ｌ／3ヶ月 99%3

一般廃棄物排出量

-28 kg

基準値 基準値

kg-CO₂／年 kg-CO₂／3か月 99%5

省エネ機器の販売

（グリーンボールプロ

ジェクトデータによ

る）

CO2削減効果 CO3削減効果 基準値に対し1％増

367 91.7

kg／年 kg／3ヶ月 99%

24,479 kg-CO₂

2 水使用量の削減

水道使用量 基準値に対し1％削減

㎥／年



5.環境経営目標に対する実績

西部営業所

12217 kWh 4350 kWh 4307 kWh

122 ㎥ 51 ㎥ 50 ㎥

2017 kg-CO₂

274 ㎥ 104 ㎥ 103 ㎥ 57 ㎥ -46 ㎥

- kg kg - kg 

城南営業所

11792 kWh 3792 kWh 3754 kWh

1663 kg-CO₂

76 ㎥ 20 ㎥ 20 ㎥

- kg kg - kg

●コメント欄

※一般廃棄物は基準年データなし

3779 kWh 25 kWh

1674 -6kg-CO₂ kg-CO₂

5 ㎥ -15 ㎥

㎥／年 ㎥／3ヶ月 1

目標値との差

0.443

(東電)
3974 kWh -333 kWh

58 ㎥ 8 ㎥

　

2.160

(東ガス)

No
環境経営

方針項目

環境経営

目標項目

基準値 CO2

換算係数

2023年度環境経営目標実績

(2021年度)
2022年 1～3月

（3カ月）
目標値 実績値

3

一般廃棄物排出量 前年度に対し1％削減

一般廃棄物　排出量

の削減

2)ガス使用

量の削減

ガス使用量 基準値に対し1％削減

5676 2037

2 水使用量の削減

水道使用量 基準値に対し1％削減

L／年 Ｌ／3ヶ月 99%

1

二酸化

炭素排

出量の

削減

1)電力使用

量の削減

電力使用量 基準値に対し1％削減

kWh／年 kWh／3ヶ月 99%

基準値に対し2％削減 基準値に対し3％削減

㎥／年

CO₂総量計

（kg-CO₂）

kg-CO₂／年 kg-CO₂／3ヶ月 1
1885 kg-CO₂ -132 kg-CO₂

㎥／3ヶ月 99%

165 kg kg 

目標値との差

1

二酸化

炭素排

出量の

削減

1)電力使用

量の削減

電力使用量 0.443

(東電)

基準値に対し1％削減

kWh／年

No
環境経営

方針項目

環境経営

目標項目

基準値 CO2

換算係数

2023年度環境経営目標実績

(2021年度)
2023年 1～3月

（3カ月）
目標値 実績値

kWh／3ヶ月 1

CO₂総量計

（kg-CO₂）

kg-CO₂／年 kg-CO₂／3ヶ月 1

5224 1680

2 水使用量の削減

水道使用量 基準値に対し1％削減

㎥／年 ㎥／3ヶ月 1

L／年 Ｌ／3ヶ月 99%3

一般廃棄物排出量 前年度に対し1％削減

一般廃棄物　排出量

の削減

※基準年度は2021年4月~2022年3月とする。

※ガソリン及び軽油の排出量は本社と営業所で一括とし、本社データで記入する。

※産業廃棄物は営業所は該当なしの為、本社のみ記入する。

47 kg kg



６．環境経営計画・取組内容・評価・次年度への取組

2023年度1月～2023年3月

本社

○

○

○

○

○

○

△

○

○

△

○

○

○

〇

○

○

△

○

○

△

○

○

△

×

○

○

×

ﾕｰｻﾞｰへの提案を積極的に進めて省エ

ネ機器の販売増を目指す
省エネ機器の販売

①廃棄物の適正処理の実施

②廃棄物の再資源化の向上

①グリーンボールプロジェクトの参加継続

②高効率エアコンの販売

4

5

①廃棄物の低減

③環境負荷低減商品の拡大

まだゴミの削減は可能と思える。各部

門で話し合いどうしたらよい結果をも

たらすことが出来るのかを導き出して

次年度への課題とする

一般廃棄物排出量

の削減

産業廃棄物排出量

の削減

現場での廃棄物の増減の調整は難しい

ものの、リサイクルへの転換を図る

3

①ゴミ収集時の計量・記録

②分別管理の周知徹底

③ミスコピーの削減

④ミスコピーの裏紙使用

⑤廃紙のリサイクルの徹底

⑥電子メディアによるペーパーレス化

③分別保管場所管理

今一歩進んで節水の意識を高めていく

③空調機器のメンテナンス

①エコドライブの徹底(急加速・急停車の防止)

③定期的車両点検整備

④公共交通機関の利用促進

⑤冷暖房の控え目使用

エコドライブの徹底と歩くことによる

健康の寄与の為にも公共機関の利用で

化石燃料の使用を控え、環境経営と健

康経営の両輪を回していく

⑥ウォーム・クールビズの実施

⑤ＯＡ機器の待機電力の削減

②低燃費車への更新

2 水使用量の削減

①節水シールの貼り付けとポスター掲示

②節水の意識を高め、徹底(蛇口をこまめに閉める）

③節水器具の積極的導入

評価 評価に対するコメント及び次年度へ取組

概ねCo2削減に対しての意識づけが出

来てきているので引き続き消費電力の

削減に努めていく

No

①退社時エアコン電源オフ

④不要な照明の消灯

②空調温度の適正化
1)電力使用

量の削減

2)ガス使用

量の削減

環境経営

方針項目

など

環境経営

目標項目
目標達成に対する手段・取組

1

3)化石燃料

使用量

の削減

二酸化炭

素排出量

の削減 ガ

ソ

リ

ン

・

軽

油



６．環境経営計画・取組内容・評価・次年度への取組

2023年度1月～2023年3月

西部営業所

〇

〇

〇

〇

〇

○

○

○

○

○

○

○

○

△

○

○

○

○

○

○

結果に対

する評価
評価に対するコメント及び次年度の取組

⑤ＯＡ機器の待機電力の削減

概ね達成できた。

人がいないときには必ず消灯の徹

底。エアコン温度の適正化を目指す

②空調温度の適正化

③空調機器のメンテナンス

④不要な照明の消灯

⑥ウォーム・クールビズの実施

No

環境経営

方針項目

など

環境経営

目標項目
目標達成に対する手段・取組

1

二酸化

炭素排

出量の

削減

1)電力使用

量の削減

①退社時エアコン電源オフ

2)化石燃料

使用量

の削減

ガ

ソ

リ

ン

・

軽

油

①エコドライブの徹底(急加速・急停車の防止)

概ね達成。

エコドライブを意識して運転を行う

ようにしていく

②節水の意識を高め、徹底(蛇口をこまめに閉める）

③定期的車両点検整備

④公共交通機関の利用促進

⑤冷暖房の控え目使用

②低燃費車への更新

③節水器具の積極的導入

2 水使用量の削減

①節水シールの貼り付けとポスター掲示

社内周知は出来ている。

実践をしていく

④ミスコピーの裏紙使用

3

①ゴミ収集時の計量・記録

ゴミの削減はもう少しできるはず。

捨てればゴミ、分ければ資源の意識

を高めていく

一般廃棄物排出量

の削減

⑤廃紙のリサイクルの徹底

②分別管理の周知徹底

③ミスコピーの削減

⑥電子メディアによるペーパーレス化



６．環境経営計画・取組内容・評価・次年度への取組

2023年度1月～2023年3月

城南営業所

〇

〇

〇

〇

〇

○

○

○

○

○

○

○

○

△

○

○

○

○

○

○

一般廃棄物排出量

の削減 ④ミスコピーの裏紙使用

3

①ゴミ収集時の計量・記録

2 水使用量の削減

⑤廃紙のリサイクルの徹底

②分別管理の周知徹底

③ミスコピーの削減 ゴミの削減は出来ている。

引き続き意識して分別を進める。

①節水シールの貼り付けとポスター掲示

②低燃費車への更新

③定期的車両点検整備

④公共交通機関の利用促進

⑤冷暖房の控え目使用

⑥電子メディアによるペーパーレス化

2)化石燃料

使用量

の削減

ガ

ソ

リ

ン

・

軽

油

①エコドライブの徹底(急加速・急停車の防止)

概ね達成。

エコドライブを意識して運転を行う

ようにしていく

社内周知は出来ている。

実践をしていく
②節水の意識を高め、徹底(蛇口をこまめに閉める）

③節水器具の積極的導入

結果に対

する評価
評価に対するコメント及び次年度の取組

⑤ＯＡ機器の待機電力の削減

概ね達成できた。

人がいないときには必ず消灯の徹

底。エアコン温度の適正化を目指す

No

環境経営

方針項目

など

環境経営

目標項目
目標達成に対する手段・取組

1

二酸化

炭素排

出量の

削減

1)電力使用

量の削減

①退社時エアコン電源オフ

②空調温度の適正化

③空調機器のメンテナンス

④不要な照明の消灯

⑥クールビズの実施



７.環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果　並びに違反、訴訟等の有無

環境関連法規等の取りまとめ表

廃棄物

政令３条・６条

政令６条の２

法１２条の３

法１２条の３の６項

●コメント欄

関係当局よりの違反等の指摘は過去３年間ありません

なお、外部からの苦情は活動期間中にはありませんでした。

問題なし

問題なし

問題なし

問題なし

大気汚染
自動車から排出される窒素酸化物及び粒子状物質の特定地域における総量

の削減等に対する特別措置（自動車NOｘ・ＰＭ法）
問題なし

資源循環

（リサイクル）

特定家庭用機器再商品化法

（家電リサイクル法）

使用済小型電子機器等の再資源化に関する法律

（小型家電リサイクル法）

使用済自動車の再資源化等に関する法律

（自動車リサイクル法）

東京都建設リサイクルガイドライン

区分 環境関連法規等名称
遵守状況

確認評価

廃棄法

杉並区廃棄物の処理及び再利用に関する条例

問題なし

問題なし

問題なし

問題なし

（廃棄物処理法）（一般廃棄物の処理）



８.経営者による全体の評価と見直し・指示

見直し実施日 運用開始の為の準備

見直し対象期間

出　席　者

前回の見直し記録

より指示への取組

結果

見直しに必要な

情報

取組の実施につい

てのコメント

（見直情報参考）

目標達成

状況

経営計画

実施状況

代表者による △ 〇

評価・経営的観点 〇 〇

〇 〇

〇 〇

〇 〇

【環境経営方針】　　　　　　　　　　　　 変更の必要性　：　□有　■無

【環境経営目標及び環境経営計画】 変更の必要性　：　□有　■無

変更の必要性　：　□有　■無

変更の必要性　：　□有　■無

変更の必要性　：　□有　■無

初回に付前回からの見直し無

結果報告書

（□定期見直し　□臨時見直し）

3ヶ月の運用期間（2023.1～3）

牛﨑・安藤・丸山

①環境関連法規の遵守状況(環境関連法規等取りまとめ表兼遵守確認評価表による)

②環境経営目標の達成状況及び環境経営計画の実施状況、その評価結果(環境経営計画兼実績書によ

る）

③適用範囲、実施体制

④問題点の是正処置及び予防処置の結果（是正／予防処置報告書による）

⑤外部からの環境に関する苦情等の受付結果(外部コミュニケーション記録による)

⑥その他（法規制の動向や取引先からの「グリーンボールプロジェクト」の情報等）

基本的な取り組み体制づくりを一年かけて作っていく。月一度の管理職会議で現状報告と良

いアイデアなど新しい取り組みについても話し合いをしていく。

目標・経営計画実施状況の評価

(達成の場合：目標設定方法や取組方法の問題点、次年度の方向性）

(未遂の場合：原因明確化、次年度の目標や対応策）

１．二酸化炭素排出量の削減
電力についてはエアコン・照明の使用量が主なのでスイッチの切れ忘れ

こまめな温度調整、設定など実施していく。ｶﾞｿﾘﾝ消費の削減

２．水使用量の削減
水の大量な消費はないが、本社は夏場にかけて吸収式の冷却水を消費す

る為、ロスがないか確認する。

３．一般廃棄物の削減
資料等の作成が多い為、作成ミスやコピーミスが多い。提出用の過剰コ

ピー枚数などにも注意する。

４．産業廃棄物の削減
現場からなるべく持ち帰らない、分別して出来るだけリサイクル様にす

る。

５．省エネ機器の販売
現時点ではダイキン製省エネエアコンのみのカウントとなっているので

他の商品についても具体化していく。

６．その他の活動 具体的には現在ないが、新しい取り組みなどを模索してゆく。

代表者による

見直し

変更の必要性の有

無・変更に必要な

具体的な指示事項

特になし

特になし

【実施体制】　

特になし

【環境経営システム等】　　

特になし

【総　括】

試行期間であるものの概ね意識を高めて取り組めた。引き続き取り組んでいく。



❀ゴミ出しのルールを掲示

❀収集カレンダーの掲示

❀ゴミの分別の掲示

❀ゴミの計測

❀専用ゴミ箱の設置

❀事業用ごみのシールの貼付

❀産業廃棄物置き場　①

❀産業廃棄物置き場　②


